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５　輸出動向
（１）概況

米国はベルギー、オランダ、カナダに次
いで世界第4位の冷凍ばれいしょ輸出国で
あり、生鮮ばれいしょの輸出においても第
８位と高いシェアを誇る（表10）。米国産
ばれいしょの３大輸出先国はカナダ、メキ
シコおよび日本であるが、近年、海外市場
の多角化が進んでおり、東南アジア諸国

（特にフィリピン、マレーシア）、中国およ
び韓国への輸出量が伸びている。

なお、貿易統計の整理上、本稿では、ば
れいしょの主な輸出形態を生鮮、冷凍、乾
燥、加工と分けるが、それぞれの定義は表
11の通りである。
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表10　�世界の主要国別・類別ばれいしょ
輸出量（2015年）

� （単位：千トン）

順位 生鮮 冷凍
輸出量 輸出量

1 フランス 1,831� ベルギー 1,991�
2 ドイツ 1,619� オランダ 1,610�
3 ベルギー 836� カナダ 971�
4 オランダ 712� 米国 953�
5 エジプト 618� フランス 334�
6 中国 400� ドイツ 328�
7 カナダ 382� ポーランド 161�
8 米国 395� アルゼンチン 151�
9 インド 289� エジプト 57�
10 スペイン 277� ニュージーランド 55�

資料：「Global�Trade�Atlas」
　注：�ＨＳコードは、「生鮮」はＨＳ070190（ばれいしょ（生鮮の

もの及び冷蔵したものに限る）のうち、種いも以外のもの）。
「冷凍」はＨＳ071010（冷凍ばれいしょ（調理してないもの
及び蒸気又は水煮による調理をしたものに限る））とＨＳ
200410（フライドポテトなどを含む、調製し又は保存に適
する処理をした冷凍ばれいしょ）の合計。

表11　類別の定義
類　型 内　容
生　鮮 生鮮のもの及び冷蔵したばれいしょ（場合によっては種いもを含む）

冷　凍 冷凍ばれいしょ（調理してないもの及び蒸気又は水煮による調理をしたもの）および、フライドポテトなどを含む、調製
し又は保存に適する処理をした冷凍ばれいしょ

乾　燥 グラニュール、フレーク、粉末などのデハイドレイテッドポテト（乾燥ばれいしょ）
加　工 調製し又は保存に適する処理をした、冷凍してないばれいしょ

資料：機構作成

前月号（2017年１月号）では世界第５位の生産量を誇る米国のばれいしょ生産について、近
年の生産量は年間約2000万トンの水準で推移しており、消費においては６割超を加工向けが占
めることなどを報告した。引き続き今号では、同国のばれいしょの輸出動向について報告する。

冷凍では世界第４位、生鮮では世界第８位のシェアを誇る米国のばれいしょ輸出は2010年以
降増加傾向にあったものの、米国西海岸港湾の労使交渉難航などにより2014年以降減少傾向で
推移した。しかし、業界団体によるマーケティング支援の奏功などにより今後は増加が見込まれ
ているとともに、対日輸出についてはさらなる輸出拡大を目指している。
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（２）近年の動向
2010年から2013年にかけて、米国産

ばれいしょの輸出量はおおむね増加傾向に
あった（表12）。しかし、2014年および
15年は、他の主要通貨に対し米ドル高で
推移する為替相場やヨーロッパ産の供給過
剰、西海岸の港湾における労使交渉難航 
など、さまざまな要因により、輸出量は

2013年を下回って推移した。類別輸出割
合をみると、６割は冷凍、３割弱は生鮮（種
いもを含む）であり、乾燥および加工はそ
れぞれ１割弱となっている。ちなみに、冷
凍の内訳はフライドポテトが約９割と大半
を占めており、残り約１割はマッシュポテ
トなどである。また、種いもの輸出量は生
鮮の５％未満とごくわずかである。

（３）主要輸出形態別輸出動向 
ア　冷凍

日本は最大の冷凍ばれいしょ輸出先国で
あり、総輸出量の３割弱を占めている。２
番 目 に 多 い 輸 出 先 は メ キ シ コ で あ り、
2015年は輸出量、輸出額ともに日本の約
半分であった。2009年３月に、メキシコ
は、米国政府によるトラック乗り入れ規制
に対抗して、米国産冷凍ばれいしょに
20％の報復関税を課したため、同国向け
は約５万トンに減少したが、その後、同関
税は段階的に引き下げられ、2011年10
月には撤廃されたため、輸出量は順調に回
復している。その他、近年、中国および韓
国への輸出は緩やかに伸びている一方、カ
ナダへの輸出は横ばいで推移している（図
６）。

イ　生鮮（種いもを含む）
生産される生鮮ばれいしょの約７割は隣

国であるカナダおよびメキシコに輸出され
ている。カナダ向けの輸出量は近年減少傾
向にあり、その背景には同国におけるポテ
トチップス加工用ばれいしょの増産があ
る。これとは対照的に、輸出先第３位の韓
国や第４位の日本ではポテトチップス加工
用の需要増加から、米国産生鮮ばれいしょ

表12　米国産ばれいしょの類別輸出量の推移
� （単位：千トン）

2010 年 2011 年 2012 年 2013 年 2014 年 2015 年
冷　凍 738� 847� 936� 939� 957� 942�
生　鮮 388� 449� 447� 479� 418� 410�
乾　燥 74� 90� 93� 92� 108� 123�
加　工 80� 95� 82� 76� 78� 85�
合　計 1,280� 1,480� 1,558� 1,586� 1,561� 1,561�

資料：ＵＳＤＡ
　注：生鮮は、種いもを含む。
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図６　�主要輸出先国別冷凍ばれいしょ輸出
量の推移

資料：ＵＳＤＡ
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の輸入が増えている。なお、メキシコ向け
はやや拡大しているものの、防疫を理由と
する市場アクセスの制限などにより伸び悩
んでいる（図７）。

ウ　乾燥
乾燥ばれいしょにおいては、冷凍ばれい

しょ同様、日本が最大の輸出先国であり、
輸出量では全体の約３割を占める。次いで
米国産乾燥ばれいしょを原料に加工した
チップスを米国へ輸出しているメキシコが
約２割を占め、カナダ、中国およびチリと
続く。2015年、冷凍や生鮮ばれいしょの
輸出量が減少傾向にあったのとは対照的
に、乾燥ばれいしょの輸出量は大きく伸び

ている。このうち日本向けは前年を約
60％上回った（図８）。また、フィリピン
では乾燥ばれいしょを原料とするスナック
菓子の製造が2015年に始まり、米国産乾
燥ばれいしょの需要が大幅に増加した。

エ　加工
米国が輸出する加工ばれいしょの約７割

はカナダおよびメキシコ向けである。その
ほか、アジアおよび中東へ少量を輸出して
いる。他の類別に比べ輸出量の変動は少な
く、横ばいで推移している。2015年、加
工ばれいしょの総輸出量は約９万トンと、
種いもに次いで最も少なかった（図９）。
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図７　�主要輸出先国別生鮮ばれいしょ輸出
量の推移 図８　�主要輸出先国別乾燥ばれいしょ輸出

量の推移

図９　�主要輸出先国別加工ばれいしょ輸出
量の推移

資料：ＵＳＤＡ

資料：ＵＳＤＡ

写真８　�カナダの小売店における米国産生
鮮ばれいしょ販売の様子

資料：ＵＳＤＡ
　注：種いもを含む。
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オ　種いも
加工ばれいしょ同様、種いもは約８割が

カナダおよびメキシコに輸出されている
（図10）。近年、ウルグアイ、ドミニカ共
和国などの中南米やマレーシアへの輸出が
増加傾向にあるが、種いもの輸出には輸出
先国の植物検疫許可が必要であるため、輸
出先国によっては許可が下りるまで数年か
かることもある。1996年、米国ポテト協
会（Potatoes USA（注４））が種いも輸出促
進事業を発足した当時、同事業によって生
鮮ばれいしょや冷凍ばれいしょの輸出にマ
イナスの影響が及ぶことが懸念された。こ
のため、同協会は米国産生鮮・冷凍ばれい
しょの輸入量が比較的少ない国での市場開
拓に力を注いでいる。また、米国の種いも
生産者は毎年数万トンの種いもを輸入する
エジプトへの輸出可能性にも着目してい
る。
注４：2500者にも及ぶ全米の商業用ばれいしょ生産者

を代表するマーケティング団体。ばれいしょやば
れいしょ製品の販売は行っていないが、生鮮ばれ
いしょ、ポテトチップス加工用ばれいしょ、種い
も、冷凍ばれいしょおよび乾燥ばれいしょの５部
門についてプロモーションを行っている。13カ国
に代表事務所を設けており、米国ばれいしょの輸
出促進活動を主導している。

（４）政府、関係団体による政策的支援や輸
出戦略

1948年に設立されて以来、全米４万
5000人のばれいしょ生産者の利益を代表
している全米ばれいしょ評議会（National 
Potato Council：ＮＰＣ）は、さまざま
な方法でばれいしょの輸出促進および米国
政府の貿易交渉を支援している。例えば、
農産物の輸出促進を支援する農務省の市場
アクセスプログラム（Market Access 
Program：ＭＡＰ）に予算が配分される
ようロビー活動を行っている。このＭＡＰ
資金は日本、中国、韓国、東南アジア諸国、
中南米市場での冷凍、乾燥、生鮮ばれいしょ
のプロモーション、および中南米諸国、ア
フリカ諸国での種いものプロモーション活
動に使用されており、2014年から2015
年にかけて、米国産ばれいしょの輸出量が
大幅に減少した際には、それまでの約365
万米ドル（約４億2705万円：１米ドル＝
117円）から約３割増の500万米ドル

（５億8500万円）が配分された。なお、
2016年 に は 約472万 米 ド ル（ 約 ５ 億
5224万円）となっている。この他、ＮＰＣ
は環太平洋経済パートナーシップ協定（Ｔ
ＰＰ）を支持している。

一方、米国ポテト協会は、2014年から
2015年にかけて西海岸港湾の労使交渉難
航によりばれいしょの対日輸出が滞った
際、ヨーロッパ産やカナダ産にシェアの一
部を奪われたことを受けて、シェアの回復
および消費拡大を目標に、さまざまな工夫
を試みている。例えば東京では、電子看板
を用いた広告の展開、アメリカンフライド
ポテトのウェブサイトの立ち上げ、2015
年８月からの「毎月10日はアメリカンフ
ライドポテトの日」キャンペーンなどを実
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図10　主要輸出先国別種いも輸出量の推移

資料：ＵＳＤＡ
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施している。

（５）今後の見通し 
2014年から2015年には、西海岸港湾

の労使交渉難航により、ばれいしょの輸出
量は減少したものの、その後は回復傾向で
推移しており、2015年７月から2016年
１月にかけて、特に冷凍ばれいしょおよび
乾燥ばれいしょの輸出量が伸びたと報告さ
れている。米国ポテト協会は、この回復傾
向は海外市場における米国産ばれいしょの
強い需要を反映しているとし、米国産ばれ
いしょの高い品質および同協会のマーケ
ティング支援をその要因として挙げてい
る。米ドル高により米国産ばれいしょの輸
入価格は上昇傾向にあるが、米国ポテト協
会は今後も輸出量の増加を見込んでおり、
特に東南アジア諸国への輸出を促進する方
針である。

６　対日輸出動向
（１）近年の動向

米国産ばれいしょの対日輸出量を類別に
みると、冷凍が最も多く、乾燥、生鮮、加
工と続く（図11）。冷凍は、2010年から
2014年にかけて25万〜32万トンで推移
していたが、2015年は、前年の大手ハン
バーガーチェーンのチキンナゲット騒動に
よる消費者離れや、西海岸港湾の労使交渉
難航により、過去5年で最も少ない23万
トン弱まで減少した。一方、同年、乾燥は
大幅に増加し、約４万トンとなった。

生鮮は、2006年に一部の州からの輸出
が解禁されて以降順調に伸び、2013年か
らは毎年約1.7万トンが輸出されている。
全量がポテトチップスの加工に仕向けられ
ており、北海道産の端境期である２月から

７月に限り輸出が許可されている。輸出が
始まった当初は、14州（アイダホ州、ア
リゾナ州、ウィスコンシン州、オレゴン州、
カリフォルニア州、コロラド州、テキサス
州、ニューメキシコ州、ノースダコタ州、
フロリダ州、ミシガン州、ミネソタ州、メ
イン州、ワシントン州）が対日輸出許可を
得ていたが、その後アイダホ州でジャガイ
モシロシストセンチュウが発見され、生鮮
の対日輸出は一時停止された。2009年に
再開されたものの、アイダホ州産は依然と
して禁止されており、現在はカリフォルニ
ア州、オレゴン州、ワシントン州からの輸
出が主である。

加工は、他の類別を大幅に下回る数千ト
ンで推移しているが、生鮮の増加に伴い減
少傾向にある。

（２）対日輸出の流れ
加工工場で処理された冷凍ばれいしょは

冷凍コンテナに入れられ、大半はシアトル
港またはポートランド港から輸出されてい
る。通常出航より２週間で日本に到着する
が、2014年から2015年にかけて続いた
西海岸港湾における労使交渉難航の際には
倍以上の時間を要した。なお、米国産冷凍
ばれいしょの日本における通関地は、東京
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図11　類別対日ばれいしょ輸出量の推移

資料：ＵＳＤＡ
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が最も多く、神戸、名古屋、大阪と続いて
いる。

生鮮の輸出は、前述の通りジャガイモシ
ロシストセンチュウなどが発生していない
地域で生産されたものに限られている。収
穫されたばれいしょは、まず温度が摂氏
14.5度で、２〜４週間かけて表皮を堅固
化させた後、温度8.9〜11.1度、湿度90
〜95％に保ち、１トン当たり毎分0.5〜
0.6立方メートルの空気が入るように換気
がコントロールできる保管庫にて保管す
る。輸出する際には密閉型コンテナを使用
し、日本に到着後、荷揚げ前にはコンテナ
内の温度を12.8〜15.5度まで上げ、ばれ
いしょに傷がつくのを最小限にとどめる。
その後、植物防疫検査および残留農薬検査
など、安全性の確認の検査が行われた後、
速やかに植物防疫所が指定した受け入れ事
業者の加工処理施設へ輸送される。なお、
加工処理施設は港頭地域内に所在し、加熱
加工処理などを的確に行える能力を有する
ことが条件とされている。また、米国産生
鮮ばれいしょは主に広島港と鹿児島港で荷
揚げされている。

（３）日本国内での消費動向 
前述の通り、米国産冷凍ばれいしょおよ

び乾燥ばれいしょの消費量は安定して推移
しており、冷凍ばれいしょは主に外食産業
向けのフライドポテトや量販店の総菜に使
用されている。乾燥ばれいしょは全て業務
用であり、成型（缶入り）チップス、イン
スタントスープ、冷凍コロッケ、ポテトサ
ラダなどの総菜、ビュッフェ用のマッシュ
ポテトに加え、養魚用の飼料などにも使用
されている。

また、日本が輸入する米国産生鮮ばれい

しょは全てポテトチップス加工用である。
ポテトチップスの消費量は、人口が減少傾
向にある中でも横ばいで推移しており、そ
の背景には大手メーカーの販売促進努力

（新フレーバーの開発や袋サイズなどの変
更など、需要に合わせた企業努力）がある
とみられる。

なお、近年、ファミリーレストランや製
パン業での需要のほか、フライドポテト専
門店が開業するなど、米国産ばれいしょの
使用が伸びており、米国発祥のエッグス
ラット（注５）およびトリュフがけのフライド
ポテトなどの料理も注目を集めている。常
に新しいメニューを開発している外食産業
にとって、多様な用途に対応できる米国産
ばれいしょには今後も可能性があるとし、
長期的に安定した需要が見込まれるとみら
れている。
注５：マッシュポテトに生卵をのせ、湯せんしたもの。

（４）今後の見通し
米国ポテト協会は、３大海外市場の一つ

である日本への輸出拡大を常に図ってい
る。近年は東南アジア諸国の市場開拓に向
けた取り組みも積極的に行われており、輸
出量も徐々に伸びているが、日本への供給
量に影響を与えることはないとみられてい
る。

また、ＮＰＣは、米国産ばれいしょに対
する関税率の削減および撤廃のほか、科学
的な原理に基づき植物検疫上の問題を速や
かに解決するなどの条項が盛り込まれてい
るＴＰＰを支持している。現在、日本市場
へは豪州、チリ、メキシコ、ベトナム産が
特恵アクセスを有しており、今後、日ＥＵ・
ＥＰＡが締結されれば、ＥＵ産にも現在の
米国産に対する関税率より低い特恵関税が
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適用されると考えられる。このため、ＮＰ
Ｃは日本市場へのアクセス改善のため、Ｔ
ＰＰ発効に期待を込めている。

この他に対日輸出に影響を与える要素と
しては、日本国内の天候や、新商品の開発
などに伴う、需要の変化が挙げられる。
2017年は、前年に台風の被害により主産
地である北海道の生産量が減少した一方、
大手ポテトチップスメーカーが新たに米国
産乾燥ばれいしょを原料に使用する成型ポ
テトチップスの発売を開始したことなどか
ら、対日輸出量は増加すると見込まれてい
る。

７　おわりに
米国産ばれいしょは生産、輸出ともに長

期的にみれば安定しており、冷凍および乾
燥においては今後も日本の主要輸入先国で
あることが見込まれる。また、米国のばれ
いしょ産業は日本への輸出拡大を目指して
いる。さらに、特に生鮮ばれいしょについ
ては、日本に限らず、アジア諸国への輸出
促進を図っているが、これに関しては米国
内におけるジャガイモシストセンチュウな
どへの病虫害対策が、カギとなりそうであ
る。

米国産ばれいしょの輸出量は2014年か
ら2015年の大幅な減少から順調な回復を
みせているが、2019年には西海岸港湾の
労使交渉も控えており、今後もその動向が
注目される。




